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５月23日（土）第17会場　午後2:00～4:24
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構 造 解 析 一 年 中 児 （4 才 － ５ 才 ）

学 研 ○ 長 山 篤 子

平 井 信 義　 千 羽 喜 代 子

の

児　　童

や り の 精 神 構 造 と そ の 発 達 過 程 を 明 ら か に す る た め
思 い や り の 精 那 帯 忽 と てw  。!=，*。｡ － 。。一

計 ９ 年 間自 然 観 察 法 に 基 づ き 追 跡 的 に 観 察 し 、 そ の
行 動

し て

３ 回

以

比

と

～

5   0 項 目 か ら な るイ ン ベ ン ト リ ー に よ り 調 査 を 実
施 し

家 政 学 会 に お い て 発 表 し た 。 今 回 の 研 究 の 目 的 は
、 発

目 の 精 選 を す る た め に ４ 才 児4    2   0 名 に 対 し 同 じ5    0 項
目 か

り 調 査 を 実 施 し た 。

研 究 園1  1 園 の年 中 児 （4 才 一 ５ 才 ）4    2   0 名 を 対 象 に 各
々 の

な り 思 い や り 行 動 項 目5    0 か ら な る イ ン ベ ン ト リ 一 に
よ り 思 い

結 果 を 、 年 中 児（4 才-    5 才 ） の 思 い や り の 構 造 を 明 ら
か に す

”ｊ　－ 二i●、

下 の よ う に ６ 個 の 因 子 を 抽 出 す る 事 が で き た
。

③ 物 や 状 況 に 対 す る 共 感　 ④ 相 手 の 気 持 ち を 受 入 れ 共 有
す る 行

充 実 な ど の 自 己 活 動 。　　こ の 結 果 は、 昨 年 度 実 施 し た 年
長 児

較 し て 、 ４ 個 の 因 子 の 減 少 で あ っ た 。 年 齢 が 高 く な る ほ ど
思 い

考 え ら れ る 。 ま た 精 選 の 過 程 で ３ つ の 項 目 に つ い て 問 題 が
有 り

れ ら の 項 目 を 検 討 し た 。

子 ど も の 感 覚 に 関 す る 調 査 研 究

目 白 学 園 女 子 短 大　 谷 田 貝 公 昭　 埼 玉 県 鳩 ヶ 谷 市 教 育 委 員 会　 村 越 晃　 神

奈 川 県 逗 子 市 立 久 木 中　 野 口 智 津 子　 横 浜 国 大 教 育 （ 院 ）　 ○ 佐 藤 野 里 子

目 的　 幼 児、 児 童 期 は 心 身 の 発 達 の 著 し い 時 期 で あ り 、 そ の 発 達 は 生 活 環 境 と 大 き く 関

係し て い る 。 最 近 は 子 ど も の 生 活 か ら 直 接 体 験 の 場 が 少 な く な り 、 そ れ に 伴 う と 思 わ れ る

発 達 の 歪 み や 問 題 行 動 等 が 指 摘 さ れ て い る､、 こ の よ う な 生 活 環 境 下 で の 、 知 的 発 達 の 一 側

面 で あ る 感 覚 機 能 の 実 態 を 把 握 する こ と は 意 義 あ る と 考 え ら れ る 。 本 研 究 は 、 手 の 触 覚 、

嗅 覚 、 味 覚 に つ い て の 調 査 を 行 な い 実 態 、 問 題 の 所 在 等 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。

方 法　 調 査 期 間 は199  1年8  ～1  I月 。 調 査 場 所 は 新 潟 県 糸 魚 川 市、 東 京 都 目 黒 区 、 栃 木 県

ド 都 賀 郡 岩 舟 町。 調 査 対 象 は 、 ３ 歳 ６ ヶ 月 ～ □ 歳 の 男385 、女44 に 計826 名 。 本 研 究 で は 児

童 を 中 心 に 考 察 し 、 ま た 幼 児と の 比 較 を 行 な っ た 。 調 査 方 法 は 面 接 法 。 被 調 査 者 が10 種 類

の 野 菜 を「 手 で 触 る 」 「 嗅 ぐ 」 「 味 わ う 」 こ と で 、 名 称 が 回 答 で き る か を 調 査 者 が 判 定 し

た.    I 0種 類 の 試 料 は 、1 981 年 に 我 々 か 幼 児 か ら 中 学 生 に 実 施 し た 「 魚 介 、 野 菜 の 名 称 に 関

す る 調 査ｊ で 、9 0 %  以 上 の 子 ど も が、 実 物 を 見 て 正 し く 回 答 で き た 野 菜 を 選 択し た。

結 果　 ７ ～ □ 歳 の 全 体 の 結 果 は 以 下 の 通 り 。　1 0種 類 の 野 菜 全 て に つ い て 、 触 覚 の 正 答 率

は8 2. 3 % で あ っ た。 一一一般 の 発 達 検 査 作 成 基 準 に のっ と れ ば1 0～n  % を 超 え て い る ので 、 児

童 は 、 触 る こ と で よ く 判 別 で き る と い え よ う 。 が、 前 述 の 名 称 調 査 で の 正 答 率 は9 0 % 以 上

で あ り そ の 差 がIII % 程 度 あ る 。 嗅 覚 は3 6. 2 % で 三 つ の 感 覚 の う ち 最 も 正 答 率 が 低 い。 味 覚

は5 6. 8 % で あ る 。 年 齢 が 上 が る と 正 答 率 は 上 昇 す る も の の そ の 勾 配 は 著 し く な い 。 特 に 嗅

覚, 味 覚 は 年 齢 上 昇 と と も に 発 達 が 進 ん で い く と い う よ う な は っ き りし た 傾 向 は 見ら れ な

い と い っ て よ い と 思 わ れ る 結 果 と な っ た 。 幼 児 の 方 が 年 齢 上 昇 に よ る 正 答 率 の 差 が 大 きい 、


